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1960年代以来、
60カ所以上の「僻地」が
原子力発電所などの核施設の立地候補地として検討されてきたが、
大多数の地域はこれを退けてきた。
最終的に17カ所が
原発およびその関連施設を受け入れることにした。
後者に属するものとして、
福島第一原子力発電所は1971年から運転が開始され、
また青森県六ヶ所村では、
20余年後の1993年から日本初の商業用核燃料再処理工場の建設が
進められるようになった。
本企画は、福島第一原発と六ヶ所村再処理施設という
現在の日本の原子力政策を表象する
原子力施設の現場の現状を共有し、
ポスト原発時代への諸課題を検討する。
映画上映
『福島　六ヶ所　未来への伝言』（島田  恵監督作品、2013年）
シンポジウム「ポスト原発時代を生きる」
講演1：「六ヶ所村とこの映画製作への思い」
島田  恵（映画監督、フォトジャーナリスト）
講演2：「福島のいまと放射能汚染」
武藤類子（福島原発告訴団団長）
司会　杉浦郁子（和光大学教員）
ポスト原発時代を生きる福島・六ヶ所の現場から
上映会＆シンポジウム 　　　　　　　和光大学有志・和光大学総合文化研究所　主催
上映会＆シンポジウム：ポスト原発時代を生きる ── 005
2014年2月16日（日）14：00〜18：00　　　和光大学ポプリホール鶴川　3F 多目的室
上映会およびシンポジウム企画として「ポスト原発時代を生きる──福島・六ヶ所の現場
から」を2014年2月16日に和光大学ポプリホール鶴川にて開催した。
本企画は、2011年3月11日の東日本大震災とその後の福島第一原子力発電所の一連の事
故以降、毎年和光大学の教職員学生有志と和光大学総合文化研究所によって運営されてきた
企画に名を連ねるものとなった（注1）。これらの企画は、毎年度新たに企画会議が組織され、
その都度メンバー構成が変化しながら続けられてきた。学内の学部・学科の垣根、各専門分
野の垣根を超え、学際的な議論が企画会議を通じて交わされてきた。
その結果、2014年の企画においては、過去の企画の中心的なテーマであった日本の核政
策、エネルギー問題、放射能被曝、原発の安全性などの諸論点を継承しつつも、まさにそう
した論点の現場に立ち返ることが提起された。
企画当日は、日本の核・原子力政策の中核的な施設（「ウラン濃縮工場」「低レベル放射性廃棄物埋
設センター」「高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター」「再処理工場」）が集中的に立地する六ヶ所村に
12年間居住し、20年間にわたって同村を取材し続けてきた島田恵監督による映画『福島
六ヶ所　未来への伝言』の上映をおこなった。
また、上映後のシンポジウムでは、島田恵氏と和光大学の卒業生で福島原発告訴団団長の
武藤類子氏による報告と、会場との議論がおこなわれた。
企画終了後のアンケートでは、参加者に比較的高齢の方が多かったためか、「若い方々、活
躍して下さい」といった意見が多く見られた。また、企画意図でもあった「生の証言を聞け
たことがとても良かった」といった意見も複数寄せられた。
（注1）「緊急ティーチイン＠和光大学」（全3回）2011年5～6月、「小出裕章さん講演と対話＠和光大学」2012年2
月、「ポスト原発時代を生きる＠和光大学――上関・祝島の現場から」2013年1月。
■映画について
上映された『福島　六ヶ所　未来への伝言』は、核燃料再処理施設が立地する六ヶ所村を20
年前から撮影してきたフォトジャーナリスト島田恵が、2011年3月11日の福島第一原子力
発電所の事故を受けて、福島、六ヶ所村を地元に持つ人々の事故後の生活状況や心境に迫っ
たドキュメンタリー。福島第一原発から5キロの大熊町に住んでいた田邉さん一家、郡山市
に住み新潟に避難することを決めた伊藤さん一家、「安全」な作物を作れているのか苦悩する
郡山市で14代続く有機農家の中村さん一家、地元の雇用と「安全」の間で揺れる心境を明か
した六ヶ所村出身で東京に住む河原さん、核燃料再処理施設に反対してきた漁師の滝口さん
一家など、それぞれの人びとの姿を通して、福島第一原発事故にいたる日本の原子力政策に
否応なく巻き込まれてきた人たちの日々の葛藤に迫っている。
